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実り多き夏休みのために
夏休みのしおり

夏休み期間

町内小中学校／７月26日㈭～８月21日㈫

弟子屈高校／７月28日㈯～８月20日㈪

命を大切にしよう

生活のリズムを守ろう

非行を起こさないようにしよう

事故には十分に注意しよう

▼  外出するときには、帰宅時間や行き先を保護者に必ず伝えましょう。

▼  学校で禁止されている場所（ゲームセンターやカラオケボックスなど）

には、出入りをしないようにしましょう。（補導対象になります）

▼  立ち入り禁止区域など、危険な場所には行かないようにしましょう。

▼  帰宅時間を守りましょう。（小学校・中学校・高校で異なります）

▼  小・中学生のみでのキャンプ・外泊は禁止です。

▼  学習にも計画的に取り組み、苦手な範囲を復習しましょう。

▼  インターネットを通じたトラブルには十分気をつけましょう。

町民の皆さんへ
　子どもたちが楽しみにしている夏休みがいよいよ始まります。長期の休みでは、解放感から不規則な生活になったり、さまざ
まな誘惑に乗ってしまったり、不適切な行為に走ったりする恐れがあります。また、インターネットを通したトラブルなども全
国各地で多発しています。
　子どもたちには、家庭での生活を中心に、楽しく、安全かつ有意義に過ごし、また、地域の一員として自立的に生活し、人と人と
の絆を強めていってもらいたいと願っています。
　町民の皆さんには、見守りの輪を広げ、時には叱

しっ

咤
た

激励していただけるとありがたく存じます。地域の子どもたちに関心を
持っていただき、ご協力いただけますようよろしくお願いします。

弟子屈町生徒指導連絡協議会・町教育委員会

弟子屈小学校☎４８２‐２０４４　　川湯小学校　☎４８３‐２０４１　　和琴小学校　☎４８４‐２０６１

美留和小学校☎４８２‐１０９７　　奥春別小学校☎４８２‐４８１９　　弟子屈中学校☎４８２‐２０７１

川湯中学校　☎４８３‐２３３７　　弟子屈高校　☎４８２‐２２３７ 　　　　　　　　　　　　　　　　

町・弟子屈防犯協会・川湯防犯協会・弟子屈町少年補導員連絡協議会

弟子屈警察署☎４８２‐２１１０　　川湯駐在所☎４８３‐２１５１
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子
ど
も
達
を
守
る
た
め
に
、

　

皆
様
の
英
知
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
」

　

今
年
度
も
、弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議

会
の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、弟
子
屈
中

学
校
長
の
佐
藤
で
す
。弟
子
屈
町
民
の
皆
様
に

は
、日
頃
よ
り
本
町
の
児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
の
た
め
、
ま
た
、
本
会
の
活
動
に
さ
ま
ざ
ま

な
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
昨
年
度
の
報
告
で
す
が
、
本
会
で

は
各
小
中
学
校
の
協
力
を
い
た
だ
き
、小
学
校

四
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
、情
報
端
末
機
器
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
に
つ
き
ま
し

て
は
、各
学
校
の
生
徒
指
導
担
当
教
諭
で
組
織

さ
れ
る
「
担
当
者
会
議
」
や
二
月
に
実
施
し
た

「
全
体
会
」に
お
い
て
報
告
い
た
し
ま
し
た
が
、

本
町
の
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
に
か
け

て
の
子
ど
も
た
ち
は
、①
ゲ
ー
ム
機
や
ケ
ー
タ

イ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
る
情
報
端
末
機
器
の
所
有
率
が
高

め
な
こ
と
、②
情
報
端
末
機
器
を
使
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
時
間
が
長
め

な
こ
と
、
③
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
の
に
、
家
庭

内
で
の
ル
ー
ル
の
設
定
が
十
分
で
は
な
い
こ

と
、な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

今
年
度
の
総
会
に
お
い
て
、よ
り
幅
広
く
傾
向

を
把
握
す
る
た
め
、小
学
校
一
年
生
か
ら
高
校

生
ま
で
に
対
象
を
拡
大
し
て
、昨
年
同
様
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。ま
た
、児
童
・
生
徒
の
保
護
者
や
関
係

機
関
の
方
々
、
学
校
関
係
者
、
多
く
の
町
民
の

皆
様
な
ど
に
、子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
問
題
点
や
ネ
ッ
ト
社
会

の
脅
威
を
共
有
し
て
い
た
だ
く
た
め
、弟
子
屈

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、町
校
長
会
・
教
頭
会
な
ど

と
連
携
し
、東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
の
川

島
隆
太
教
授
を
講
師
に
お
迎
え
し
、生
活
習
慣

と
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、ネ
ッ
ト
社
会

の
問
題
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、情
報
端
末
な

ど
を
賢
く
使
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
、講
演
を
通
し
て
考
え
る
機
会
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。別
途
、
ご
案
内
が
届
く

と
思
い
ま
す
が
、多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、小
・
中
学
生
、高
校
生
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
詳
細
に
分
析
し
て
、子
ど
も
達

を
取
り
巻
く
環
境
を
的
確
に
つ
か
み
な
が
ら
、

弟
子
屈
町
全
体
で
統
一
し
た
約
束
や
ル
ー
ル

を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

弟
子
屈
町
の
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
に
、そ
し

て
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、今
後
と
も
多
く
の

皆
様
の
英
知
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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絡
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会
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佐
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敬
喜（
弟
子
屈
中
学
校
長
）

　

和
琴
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自

主
性
を
育
む
こ
と
を
目
標
に
、
今
年
度
か

ら
委
員
会
活
動
を
抜
本
的
に
見
直
し
ま

し
た
。従
来
の
「
〇
〇
委
員
会
」
と
い
っ
た

枠
組
み
を
撤
廃
し
、
児
童
会
長
を
中
心

に
、「
和
琴
小
学
校
を
ど
ん
な
学
校
に
し

た
い
か
？
」
と
い
う
こ
と
を
三
年
生
以
上

の
児
童
で
考
え
ま
し
た
。そ
の
結
果
「
笑

顔
溢
れ
る
学
校
に
し
た
い
！
」
と
い
う
共

通
の
思
い
が
で
き
上
が
り
、「
そ
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
か
？
」
を
考
え
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
真
剣
に
考

町内団体の取り組みを紹介

～和琴小学校～

和琴小学校

７月１日 No.10

お知らせ
　今年も、本格的な夏を
感じる季節となりまし
た。
　本協議会の理念である
「町民が一体となって、児
童・生徒の健全育成に関
わっていく」のもと、今後
も関係各団体からの情報
発信や、町民の皆様への
情報提供の場にしていき
たいと考えております。
また、町内での子どもた
ちの様子でお気づきのこ
となどがございましたら
是非お知らせくださいま
すようお願いいたしま
す。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１

え
、「
楽
し
い
こ
と
」「
協
力
す
る
こ
と
」

「
健
康
な
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
ま
と
ま
り
、「H

appy

（
楽
し
い
）」

「C
ooperation

（
協
力
）」「
元
気
！
」の
三

つ
の
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。現

在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で
計
画
を
立

て
、「
全
員
と
あ
い
さ
つ
運
動
」
や
「
笑
顔

の
木
」、「
全
校
遊
び
集
会
」
な
ど
の
特
色

あ
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。ま

だ
ま
だ
課
題
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
従
来
の

委
員
会
活
動
に
比
べ
、「
自
分
た
ち
が
や

ら
な
く
ち
ゃ
！
」
と
い
う
子
ど
も
の
主
体

性
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
子
ど
も
達
を
支
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

自主的にチームでの活動を

町立小中学校で「働き方改革」を実施【学校閉庁日のお知らせ】

問い合わせ先／町教育委員会管理課学校教育係☎４８２‐２９４５

　弟子屈町では、「学校における働き方改革『北海道アクション・プラン』」に基づき、学校職員が授業や授業準備な
どに集中し、健康でいきいきとやりがいをもって勤務しながら、学校教育の質を高められる環境を構築するため、
今年度から、児童・生徒の長期休業期間
（夏・冬休み）中の、８月13日～15日、12月
29日～１月３日までの計９日間を【学校閉
庁日】とすることといたしましたので、ご
理解のうえ、ご協力賜りますようお願い申
し上げます。

　また、保護者からの緊急連絡対応など
や、その他内容につきましては、今後、児
童・生徒が在籍している各学校だよりによ
りお知らせします。 ご理解とご協力をお願いします
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弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

考えて大切な自分の未来

非行防止は家庭から
万引きは犯罪
たばこは非行の入り口
インターネットには犯罪や罠がいっぱい
夜遊びや外泊が多い、長時間の携帯電話使用は要注意！
子どもの携帯電話にはフィルタリングサービスを！

▼運動期間／７月11日㈬～７月20日㈮

▼運動重点
　子どもと高齢者の交通事故防止
　 観光・レジャー型の交通事故防止
　自転車・二輪車の交通事故防止
　全席でのシートベルト着用

自動車運転免許の更新時講習
期日／７月18日㈬　場所／町公民館

▼優良講習／11時30分　 ▼一般講習／13時

▼違反講習／９時　 ▼初回講習／14時30分
※ 講習は、警察署で免許更新の手続きを済ませた
後に受講してください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

夏の交通安全運動

 地 域 安 全地 域 安 全 ニュース
平成30年７月発行　第250号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

空き巣被害が連続発生！！

交番だより　平成30年７月号

　クニオカ工業㈱（今誠代表取締役）と㈱今道東建設

工業（同）の皆さんが５月26日、町道町営牧場１号線

と町道釧路川右岸沿線のごみ拾いを行いました。

毎年行っているもので、今年で10年目。35人が参

加しました。今代表取締役は「観光地である弟子屈町

に、地元業者として少しでも貢献できれば」と話し

ていました。

地域の役に立ちたい

社会貢献いろいろ

　辻谷建設㈱（辻谷智之代表取締役）と同社の協力

会社２社の皆さんが６月６・７日、川湯温泉街を流

れる湯川排水路周辺で、管理道路の立ち木の伐採や

草刈りなどを行いました。川湯温泉を訪れる観光客

を気持ちよく迎えたいと毎年行っているもので、今

年で８回目。約43人が参加。湯川上流の敷島みどり

橋を起点とし、敷島つつじ橋までの約550メートル

の間を丁寧に作業しました。

　明盛建設㈱（藤田利道代表取締役）の皆さんが６

月１日、町道別下別線と別川右岸線河川敷

約３キロの清掃を行いました。社内安全大会の実

施に合わせて毎年行っています。30人が参加し、

二手に分かれてごみを拾い集めました。

　５月21・22日には、桜ヶ丘森林公園の階段手すり

の補修作業も行っています。

～少年非行防止・犯罪被害防止～～少年非行防止・犯罪被害防止～

　協和建設㈱（髙橋政広代表取締役）の皆さんが６

月７日、みはらし公園内のフェンスの塗装を行い

ました。地域の役に立ちたいとの思いから行われ

たもので、４人が参加。塗装を終えたフェンスは見

違えるようにきれいになりました。

広報てしかが 2018.7　20

　東星渡部建設㈱（渡部哲夫代表取締役）と道瀝工業

㈱（橋本稔代表取締役）の皆さんが、５月23日に川湯

中学校、美留和小学校、奥春別小学校のグラウンド

整備を行いました。子どもたちのためにと毎年行

っているもので、除草や転圧、傾斜の修正などを丁

寧に行いました。

　また同日、摩周観光文化センター野外ステージ

前の転圧とソフトボール場の整備も行っていま

す。

北海道警察官募集中～夢、今叶えるとき～
受付期間／７月２日㈪～８月24日㈮
 第１次試験日／９月17日(月･祝)
 第２次試験日／10月中旬～11月上旬

※ 詳しくは、北海道警察のホームペ
ージまたは、弟子屈警察署・北海
道警察採用センターにお問い合わせください。

弟子屈警察署管内で空き巣被害が連続して発生しています。

空き巣の犯人が家に入る手段として最も多いのは「無施錠の玄関や窓からの侵入」です。

「ちょっとだけだから」「すぐに戻るから」などといって鍵をかけずに外出していませんか？犯人は

そういったお宅を狙っています。少しの間でも家を留守にされる場合は、玄関と窓の施錠をお願いします。

振り込め詐欺の被害に遭わないために…
家族の絆で犯人撃退！

オレオレ詐欺の被害が後を絶ちません。犯人は、息子を装い「会社の小切手などが入ったカバンをなくし、契約のお金

を立て替えてもらっている」などと言い、お金を用立てさせます。

被害者の多くは高齢者ですが、「自分で解決しようとした」と、家族にも相談しないケースが非常に多いという現状に

あります。

ご家族からの一声や電話一本が、高齢者に一番響きます。今すぐ、家族からの高齢者への「一声」をお願いします。


